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◎�本書の上巻では、巻頭に次の内容をまとめています。従って本書の下巻では、下

記の内容を省略しています。

　［はじめに］　　［本書に適用する章］
　［一部免除］　　［法令の基礎知識］

◎�「第７章　実技　鑑別等」に使われている写真は、弊社が実物を撮影したものを
除き、次の自動火災報知設備メーカー各社からご提供いただいたものです。本文

で表記している略称と会社名は、次のとおりです。

　◇能美防災…能美防災株式会社　　　◇ホーチキ…ホーチキ株式会社
　◇ニッタン…ニッタン株式会社　　　◇パナソニック…パナソニック株式会社
　◇アツミ電氣…アツミ電氣株式会社
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第６章　設備等の規格に関する省令

 １．受信機の種類　…………………………………………  4
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 ３．Ｐ型受信機の機能　……………………………………  8
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１．受信機の種類

◎�受信機に係る技術上の規格を定める省令は、火災報知設備又はガス漏れ火災警報

設備に使用する受信機の技術上の規格を定めるものとする（受信機規格第１条）。
◎�この省令において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる（受信機規格第２条）。

 ７�．受信機 … 火災信号、火災表示信号、火災情報信号、ガス漏れ信号又は設備作動
信号を受信し、火災の発生若しくはガス漏れの発生又は消火設備等の作動を防火対
象物の関係者又は消防機関に報知するものをいう。

 ８�．Ｐ型受信機 … 火災信号若しくは火災表示信号を共通の信号として又は設備作動
信号を共通若しくは固有の信号として受信し、火災の発生を防火対象物の関係者に
報知するものをいう。

 ９�．Ｒ型受信機 … 火災信号、火災表示信号若しくは火災情報信号を固有の信号とし
て又は設備作動信号を共通若しくは固有の信号として受信し、火災の発生を防火対
象物の関係者に報知するものをいう。

 ９�の２．アナログ式受信機 … 火災情報信号を受信し、火災の発生を防火対象物の関
係者に報知するものをいう。なお、火災情報信号には、当該火災情報信号の程度に
応じて、火災表示及び注意表示を行う温度又は濃度を設定する装置により処理され
る火災表示及び注意表示をする程度に達した旨の信号を含むものとする。

10�．Ｍ型受信機 … Ｍ型発信機から発せられた火災信号を受信し、火災の発生を消防
機関に報知するものをいう。

11�．Ｇ型受信機 … ガス漏れ信号を受信し、ガス漏れの発生を防火対象物の関係者に
報知するものをいう。

12�．GP型受信機 … Ｐ型受信機の機能とＧ型受信機の機能とを併せもつものをいう。
13�．GR型受信機 … Ｒ型受信機の機能とＧ型受信機の機能とを併せもつものをいう。
14�．２信号式受信機 … 同一の警戒区域からの異なる２の火災信号を受信したときに

火災表示を行うことができる機能を有するものをいう。
15�．無線式受信機 … 無線によって火災信号、火災表示信号、火災情報信号又は設備

作動信号を受信した場合に火災の発生を報知するものをいう。
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▶▶過去問題◀◀

【１�】次の文中の（　）に当てはまる受信機の名称として、規格省令上、正しいも
のはどれか。

　　「火災信号若しくは火災表示信号を共通の信号として又は設備作動信号を共通

若しくは固有の信号として受信し、火災の発生を防火対象物の関係者に報知する

ものを（　）という。」

□　１�．Ｐ型受信機

２�．Ｒ型受信機

３�．Ｍ型受信機

４�．Ｇ型受信機

▼ ▼正解＆解説……………………………………………………………………………………
【１】正解１
１�．火災信号若しくは火災表示信号を共通の信号として受信…Ｐ型受信機
２�．火災信号、火災表示信号若しくは火災情報信号を固有の信号として受信…Ｒ型受信
機
３�．Ｍ型発信機から発せられた火災信号を受信…Ｍ型受信機
４．ガス漏れ信号を受信…Ｇ型受信機



第第  

１１  

章章

第第  

２２  

章章

第第  

３３  

章章

第第  

４４  

章章

第第  

５５  

章章

第第  

６６  

章章

第第  

７７  

章章

第第  

７７  

章章

第第  

８８  

章章

57

第７章　実技　鑑別等

実技　鑑別等の［問１］に相当する部分／電気工事士の免除部分

 １．電線管工事等に用いる工具類　… ……………… 　58
 ２．配線工事に用いる工具類　… …………………… 　62
 ３．検電器　… ………………………………………… 　65
 ４．絶縁抵抗計　… …………………………………… 　67
 ５．接地抵抗計　… …………………………………… 　71
 ６．予備電源　… ……………………………………… 　76
 ７．空気管式の部品　… ……………………………… 　79

 ８．感知器の試験器　…………………………………… 　83
 ９．感知器の機能試験　………………………………… 　97
10．騒音計による音響試験　…………………………… 　99
11．地区音響装置　……………………………………… 101
12．警戒区域　…………………………………………… 103
13．受信機　……………………………………………… 106
14．感知器　……………………………………………… 117
15．光電式分離型感知器　……………………………… 134
16．中継器　……………………………………………… 135
17．非火災報の調査　…………………………………… 136
18．空気管式の機能試験　……………………………… 138
19．空気管式の施工　…………………………………… 144
20．差動スポット試験器　……………………………… 146
21．発信機・表示灯　…………………………………… 149
22．配線　………………………………………………… 153
23．絶縁抵抗　…………………………………………… 158
24．ガス漏れ火災警報装置　…………………………… 165
25．Ｇ型受信機　………………………………………… 168
26．ガス漏れ検知器　…………………………………… 172
27．火災通報装置　……………………………………… 180
28．系統図（乙種）　… ………………………………… 184
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２．配線工事に用いる工具類

〔写真〕

Ａ ▼刃の部分 Ｂ ▼使用時

Ｃ ▼ダイス部 Ｄ ▼ダイス部

Ｅ ▼圧着後 Ｆ ▼圧着後

Ｇ Ｈ

Ｉ Ｊ
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〔名称と用途〕

記号 名称 用途

Ａ・Ｂ ワイヤーストリッパー 電線の被覆を自動的にはぎ取る。

Ｃ 圧着ペンチ（黄色） 複数の電線とリングスリーブを圧着して接続する。

Ｄ 圧着ペンチ（赤色） 電線と圧着端子を圧着して接続する。

Ｅ リングスリーブ 複数の電線をリングスリーブに挿入して圧着する。

Ｆ 圧着端子 電線の端部に圧着して接続する。

Ｇ ペンチ 銅線や針金を切る ･ 曲げる・はさむ。

Ｈ ラジオペンチ 銅線や針金を切ったり細工する。

Ｉ ニッパー 銅線や細い針金を切る。

Ｊ ボルトクリッパー 線材や棒鋼を切断する。

〔用語〕スリーブ［sleeve］：袖。袖状のもの。スリーブ管。
　　　 ニッパー［nipper］：はさみとるもの。
　　　 クリッパー［clipper］：刈り取り器。大ばさみ。

▶ワイヤーストリッパー
◎�電線を覆っている樹脂製の被覆を自動ではぎ取るための工具である。手動タイプ

は、配線の太さに合わせた穴状の刃が複数あるもので、 被覆を挟んで引き抜く。

◎�写真のものはオートタイプと呼ばれているもので、電線をワイヤーストリッパー

にかませてクリップを握ると、電線を固定するとともに、穴付きの刃が自動的に

被覆をはぎ取る。

▶リングスリーブと圧着端子
◎�リングスリーブは、複数の種類のものがある。写真の

ものはＥ形と呼ばれているもののうち、「中」である。

このタイプのリングスリーブに使用する圧着ペンチは、

ハンドル（グリップ）が黄色のものを使用する。ダイ

ス（スリーブを押しつぶす部分）は、「大」「中」「小」

などに分かれている。主に単線の接合に使用する。

◎�圧着端子に使用する圧着ペンチは、ハンドルが赤色の

ものを使用する。赤色ハンドルの圧着ペンチは、圧着

端子に使用する他、突き合わせ用の圧着スリーブにも

使用する。ダイスは、「0.5」「1.5」「2.5」などに分かれ

ている。
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▶ボルトクリッパー
◎�ボルトカッターともいう。

◎�力の伝わる原理は、てこの原理を２段階に応用したものであ

る。ハンドルに加えた力のおよそ30～50倍の力が刃先に作用

する構造となっている。

▶▶過去問題◀◀

【１�】下の写真Ａ～Ｅは、配線工具を示したものである。次の各設問に答えなさい。
［★］

A． B．

Ｃ． Ｄ． Ｅ．

□　１�．この工具の名称をそれぞれ答えなさい。

２�．工具Ａ及びＢについて、具体的な用途を答えなさい。

▼ ▼正解＆解説……………………………………………………………………………………
【１】正解

１．Ａ：ワイヤーストリッパー　　　　Ｂ：圧着ペンチ
　　Ｃ：ラジオペンチ　　　　　　　　Ｄ：ニッパー
　　Ｅ：ウォーターポンププライヤー
２．Ａ：具体的な用途：�電線を挟んでグリップを握ると、自動的に電線の被覆をは

ぎ取る。
　　Ｂ：具体的な用途：�複数の電線とリングスリーブ間、または電線と圧着端子間

を圧着により接続する。
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第８章　実技　製図（甲種のみ）

 １．図記号　……………………………………………… 189
 ２．感知器回路と配線　………………………………… 191
 ３．設備図の例題（Ｐ型１級・地上階）… ……………… 194
 ４．設備図の過去問題［１］（Ｐ型１級・地上階）……… 204
 ５．設備図の過去問題［２］（Ｐ型１級・地階）………… 207
 ６．設備図の過去問題［３］（Ｐ型１級・地上階）……… 211
 ７．設備図の過去問題［４］（Ｐ型１級・地上階）……… 217
 ８．設備図の過去問題［５］（Ｐ型１級・無窓階）……… 221
 ９．設備図の過去問題［６］（Ｐ型１級・病院）………… 225
10．設備図の過去問題［７］（Ｐ型１級・無窓階）……… 230
11．設備図の過去問題［８］（Ｐ型１級・地上階）……… 235
12．設備図の過去問題［９］（Ｐ型１級・地階）………… 239
13．設備図の過去問題［10］（Ｐ型１級・地上階）… … 243
14．設備図の過去問題［11］（Ｐ型１級・地階）… …… 247
15．設備図の過去問題［12］（Ｐ型１級・地階）… …… 251
16．設備図の過去問題［13］（Ｐ型１級・ホテル）…… 255
17．空気管式の設備図　………………………………… 259
18．空気管式の例題　…………………………………… 264
19．空気管式の過去問題［１］　… …………………… 269
20．空気管式の過去問題［２］　… …………………… 276
21．光電式分離型の設備図　…………………………… 280
22．光電式分離型の例題　……………………………… 282
23．光電式分離型の過去問題　………………………… 284
24．防火対象物の断面図　……………………………… 288
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◎�次の図は、配線のパターン１・２を設備図にまとめたものである。斜線の本数で

配線数を表すことができるため、簡素に描くことができる。

３．設備図の例題（Ｐ型１級・地上階）

【１�】次の図は、消防法施行令別表第１（15）項に該当する事務所ビルの２階平面
図である。条件に基づき、この建物に自動火災報知設備を設置する場合の設備

図を、凡例の記号を用いて完成させなさい。ただし、上下階への配線本数の記

入は不要とする。

＜条件＞
１．主要構造部は耐火構造であり、この階は無窓階には該当しない。
２．天井面の高さは、3.8m である。ただし、２箇所ではりが突き出ている。
３．押入れの側面及び天井は、いずれも木製とする。
４．感知器の設置は､ 法令上必要とされる最少の個数とする。
５．煙感知器は、法令上必要とされる場所以外には設置しない。
６�．この階は、階段、EV（エレベーター）及びPS（パイプシャフト）を除き、
１つの警戒区域とする。
７．階段、EV及びPSは、別の階で警戒している。
８．Ｐ型 1級受信機は、１階に設置してある。
９．終端抵抗は、感知器の末端に設置する。
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凡例

記 号 名　　称 備　考 記 号 名　　称 備　考

機器収容箱 差動式スポット型感知器 ２種

Ｐ型発信機 １級 定温式スポット型感知器 特種

表示灯 AC24V 定温式スポット型感知器 １種防水型

地区音響装置 DC24V 光電式スポット型感知器 ２種非蓄積型

終端抵抗 配線 ２本

警戒区域線 配線 ４本
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▶設備図の作成手順

手順 作　業

１ 警戒区域を設定する

２ 機器収容箱の位置を決定する

３ 感知器の設置を除外できる場所を確認する

４ はりの有無と長さを確認する

５ 室ごとに感知器の種類と必要個数を決定する

６ 終端抵抗に注意して配線する

▶手順１　警戒区域の設定
◎�１つの警戒区域の面積は、600m2以下とし、その１辺の長さは50m以下とし
なければならない。設問の平面図は、この条件に適合している。従って、警戒区

域は１つとなる。
　▷計算：�２階の面積　横：４m＋1.5m＋4.5m＋10m＝20m�

縦：４m＋４m＋２m＋２m＋４m＋2.5m＋1.5m＋５m＋3.5m＋1.5m＝30ｍ�
面積：20m×30m＝600m2

◎�なお、警戒区域の面積の算出に当たっては、別の警戒区域となる階段及びたて穴

（EV・PS等）を除く。
　▷計算：�階段及びたて穴の面積：４m×４m＋４m×３m＝28m2�

警戒区域の正確な面積：600m2－28m2＝572m2

◎�階段、EV（エレベーター）、PS（パイ

プシャフト）を警戒区域線で明示する。

これらは水平距離で 50m 以下となるた

め、別の同一警戒区域とすることがで

きる。
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▶手順２　機器収容箱の位置
◎�機器収容箱には、一般に発信機、表

示灯、地区音響装置（ベル）を収納

する。

◎�Ｐ型発信機は、各階ごとにその階の部分から一の発信機までの歩行距離が50m
以下となるように設ける。
◎�また、地区音響装置は、各階ごとにその階の部分から一の地区音響装置までの水
平距離が25m以下となるように設ける。

　〔解説〕�発信機は、人が移動してボタンを押すことから、歩行距離で基準が定められて
いる。また、歩行途中にある机やテーブルを避ける必要があるため、歩行距離
は最遠の長さで測定する。

　〔解説〕�地区音響装置から発する音は、廊下等による影響があるものの放射状に広がる
特性があるため、水平距離で基準が定められている。

◎�以上２つの基準を考慮して、機器収容箱は廊下に設置されることが多い。

◎�例題のように階段付近の廊下に設置した場合、機器収容箱から最も遠い部分まで

の水平距離は、三平方の定理を利用すると、約21mとなる。一方、歩行距離は約

15m＋約15m＝約30mとなる。
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　▷計算：�（水平距離）2＝（15×15）＋（15×15）＝225×２＝450�
水平距離≒21m

▶手順３　感知器の設置を除外できる場所

◇�トイレ、浴室、洗面所、シャワー室
◇�壁面及び天井面が不燃材料の押入れ

◎�男子トイレ及び女子トイレは、感知器が不要

となる。

◎�押入は、条件により木製であり、不燃材料に

該当しないため、感知器が必要となる。

▶手順４　はりの有無と長さ
◎�感知区域は、0.4m以上突出したはり等によって区画された部分である。例題で
は、事務室１が一の感知区域となり、事務室３がはりによって２の感知区域とな

る。

◎�なお、「0.4m 以上」の基準は熱スポット型感知器のものであり、煙スポット型感

知器及び差動式分布型感知器は「0.6m以上」が基準となる。

▶手順５　室ごとの感知器の種類と個数
〔差動式スポット型感知器（２種）〕
◎�一般的な室は差動式スポット型感知器（２種）を設置する。
◎�他の感知器でも設置可能なケースがあるが、試験対策としてはできるだけ暗記事

項を減らすため、一般的な室＝差動式スポット型（２種）と覚えておく。

◎�機械室・変電室・電気室については、一般的な室と同様の環境下にあるものと判

断し差動式スポット型感知器（２種）を設置する。また、機械室・変電室につい

ては、点検が容易に行えないことが多く、この場合は差動スポット試験器を併用

する。

◎�例題では、一般的な室として「事務室１・２・３」「社長室」「応接室」「和室」

が該当する。
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